
 
第１回 相模原市広域交流拠点整備計画検討委員会 

次  第 

 

日 時：平成２６年８月２２日（金） 

午後７時２０分から 

場 所：相模原市役所 

第２別館３階第３委員会室 

 開 会  

１ 相模原市広域交流拠点整備計画検討委員会規則 

２ 会長・副会長の選出 

３ 会長・副会長あいさつ 

４ 相模原市広域交流拠点整備計画の諮問 

５ 議事 

（１）広域交流拠点基本計画の概要について・・・資料１ 

（２）検討項目について・・・・・・・・・・・・資料２ 

（３）検討体制について ・・・・・・・・・・・ 資料３ 

（４）検討スケジュールについて・・・・・・・・資料４ 

（５）その他 

６ その他 

閉 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 配布資料 
・第１回相模原市広域交流拠点整備計画検討委員会次第 

・座席表 

・諮問書写し 

・資料１ 広域交流拠点基本計画概要 

・資料２ 広域交流拠点整備計画検討項目(案) 

・資料３ 広域交流拠点整備計画検討体制(案) 

・資料４ 広域交流拠点整備計画検討スケジュール(案) 

・別紙１ 相模原市広域交流拠点整備計画検討委員会 委員名簿 

・別紙２ 相模原市広域交流拠点整備計画検討委員会規則【概要】 

     相模原市広域交流拠点整備計画検討委員会規則 

・相模原市広域交流拠点都市推進戦略（冊子） 

・相模原市広域交流拠点基本計画（冊子） 



広域交流拠点基本計画

【概要】

資料１



広域交流拠点基本計画の概要

■広域交流拠点基本計画の位置づけ
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■広域交流拠点基本計画の対象エリア

広域交流拠点基本計画の概要

2

基本計画の

対象範囲

相模原市役所

中央区役所

緑区役所



広域交流拠点基本計画の概要

■広域交流拠点のまちづくりの方向性

○本市のこれまでの強みである産業、多様な大学、インキュベーション機能の集積・立地を活用するとともに、三

大都市圏や首都圏の各方面と広域交通軸で結ばれる強みを生かして、研究開発や新規事業創出に関わる人

々が訪れ、交流する拠点としてのまちづくりを進める。

産業交流拠点の形成産業交流拠点の形成

○産業交流の活発化や交流人口の拡大、安定した地盤を生かした安全・安心のまちづくりなどを背景として業務

機能の集積を図り、昼間人口の拡大をめざす。

中枢業務拠点の形成中枢業務拠点の形成

○リニア中央新幹線や小田急多摩線の延伸等を活用し、文化や観光、レジャーにおける交流の拡大を図るととも

に、人口減少や少子・高齢社会の進行に対応した都市構造への転換を図る。

交流・生活人口の拡大交流・生活人口の拡大

3

「未来を拓く さがみはら新都心」

○ 広域交通網を生かしたアジア・世界のゲートウェイとしての情報・人材・文化の交流、集積

○ 相模原市全体、首都圏南西部全体の持続的な成長の源泉

○ 社会経済情勢の変化に対応した暮らしやすく先進的な市街地の形成

≪広域交流拠点の理念と将来像≫



広域交流拠点基本計画の概要

■広域交流拠点における機能集積の方向性
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広域交流拠点基本計画の概要

■広域交通ネットワークの検討
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広域交流拠点基本計画の概要

■橋本駅周辺地区のまちづくりコンセプト

広域的な交流・連携のゲートづくり

広域交通網を活用し、国内外を問わず広域的に
情報、人材、文化等が活発に交流・連携するゲー
トづくりを推進する。

イノベーション拠点としてのまちづくり

交流ゲート機能の活用やさらなる都市機能集積を
進め、産業や学術、文化等、あらゆる分野で新た
な価値を創造(イノベーション)するまちづくりを推進
する。

情報発信拠点としてのまちづくり

首都圏南西部の交流ゲートとして、生み出される
価値や情報を次々と市民や来街者に発信し、都市
の魅力を向上する情報発信拠点としてのまちづくり
を推進する。

環境共生・人の暮らしに配慮したまちづくり

環境負荷軽減や多様な世代の暮らし・活動に配慮
したまちづくりを推進する。

情報

発信

イノベー

ション

環境

共生

広域的な

交流・連携

のゲート
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広域交流拠点基本計画の概要

■橋本駅周辺地区〈現状と課題〉

7



広域交流拠点基本計画の概要

■橋本駅周辺地区〈土地利用方針〉

国道16号

大規模商業施設

緑区役所

JR横浜線連続立体

交差化に向けた取組

至相模原駅

JR相模線

複線化の促進

南北市街地の一体化

■導入施設例
・産業交流施設
・宿泊施設(ホテル)
・研究、教育施設
・起業支援施設 等

■導入施設例
・商業、飲食施設
・オフィスビル
・医療、福祉施設
・多世代型居住施設 等

京王相模原線

リニア駅

■駅周辺にふさわしい
土地利用転換を検討
するエリア

商業・居住等
複合市街地の形成
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広域交流拠点基本計画の概要

■橋本駅周辺地区〈駅前空間整備方針〉

駅前空間

導入機能

・歩きやすく快適な歩行

者空間の実現

・憩い、潤いの環境づくり

・都市の顔となるシンボ

ル

・にぎわいや交流を生み

出すイベントスペース

交通ターミ
ナル機能の

強化

都市の「顔」
となる駅前

空間

ゆとり・潤い・
憩いのある
交流空間

導入機能

・高速バス、観光バス

等のターミナル機能

・十分なバス・タクシー

乗り場スペース

・キス＆ライドスペース

及び駐車場設置

・鉄道・バス・自転車な

ど、多様な交通手段

を支える機能

・広域交流拠点の「顔」となる駅前広場、空間づくり

・駅前広場へのアクセス向上

・交通広場の整備によるバス路線の再編、高速バス、観光バス、企業バス等の利便性向上

・キス＆ライド、パーク＆ライド 施設の整備(駐車場等)による公共交通の利用促進

・駅前空間を活用したイベントスペースの確保、緑化の推進 9



広域交流拠点基本計画の概要

■橋本駅周辺地区〈交通ネットワーク整備方針〉

国道16号

南口

北口

JR横浜線

リニア中央新幹線
ルート

相模原方面

圏央道方面
（相模原IC）

相模原ICから橋本駅南口への

アクセス道路

相模原地区へ連絡する

連携道路

京王相模原線

JR相模線

リニア駅

国道16号の立体化・交

差点改良等による機能

強化に向けた取組

JR相模線の複線化の促進

JR横浜線連続立体

交差化に向けた取組

駅前広場

駅前空間
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広域交流拠点基本計画の概要

■橋本駅周辺地区〈歩行者ネットワーク整備方針〉

北口

JR横浜線

リニア中央新幹線
ルートリニア駅

回遊性の向上

南口

京王相模原線

南北間の連携強化

緑区役所

JR横浜線連続立体
交差化に向けた取組

駅前広場
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広域交流拠点基本計画の概要

■相模原駅周辺地区のまちづくりコンセプト

多様な交流のまちづくり

多様な機能を備えた市街地形成や回遊性を高め
るまちづくりを推進する。

産業・文化創造のまちづくり

業務・研究開発、コンベンション機能、新産業に対
する支援機能のほか、行政機能、文化交流機能、
情報発信機能等の誘致・集積やエリアマネジメント
によるまちづくりを推進する。

環境共生・人の暮らしに配慮したまちづくり

オープンスペースの積極的な創出を誘導し、都市
内緑化の推進を図るとともに、低炭素社会に向け、
効率的な新エネルギー供給や都市内資源循環等
により、環境負荷の低減が図られたスマートシティ
の実現、多様な世代の暮らし・活動に配慮したまち
づくりを推進する。

安全・安心のまちづくり

円滑な移動を支える社会基盤づくりなど少子高齢
社会に対応するとともに、災害時にも対応できる防
災機能を含めた都市施設の整備を推進する。
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安全・安心

環境

共生

産業・

文化創造

多様な

交流



広域交流拠点基本計画の概要

■相模原駅周辺地区〈現状と課題〉
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広域交流拠点基本計画の概要

■相模原駅周辺地区〈土地利用方針〉
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■導入施設例
・オフィスビル
・行政施設、公共施設
・アート等交流施設 等

■導入施設例
・国際コンベンション施設
・オフィスビル
・起業支援施設
・医療、福祉施設等

南側市街地との連携

広域防災拠点の形成

JR横浜線

スポーツ・レクリエーションゾーン
（約10ha）一部返還予定地

（約15ha）

高度利用の検討

JR横浜線連続立体

交差化に向けた取組

■導入施設例
・宿泊施設(ホテル)
・商業、飲食施設
・オフィスビル 等

憩いのゾーン
（約25ha）



広域交流拠点基本計画の概要

■相模原駅周辺地区〈駅前空間整備方針〉

・ 利便性の高い交通空間の創出

・ 広域防災拠点としての防災性の高い駅前空間の創出
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駅前空間

導入機能
・共同使用区域の機
能と連携した災害時
の救援、物資搬入
等の一時拠点となる
機能

利便性の
高い交通

空間

防災性の
高い駅前

空間

導入機能
・十分なバス・タクシ
ー乗り場スペース

・キス＆ライドスペース
及び駐車場設置

・鉄道・バス・自転車な
ど、多様な交通手段
を支える機能

・歩きやすく快適な歩
行者空間の実現

・憩い、潤いの環境づ
くり
・都市の顔となるシ
ンボル



広域交流拠点基本計画の概要

■相模原駅周辺地区〈交通ネットワーク整備方針〉

16

橋本方面

小田急多摩線の
延伸

(仮)
東西道路

駅前広場

駅前空間

JR横浜線

北口

南口

矢部方面

北口地区へのアクセス

道路

多摩方面との連携

国道16号との

アクセス

橋本駅方面と連絡する

地区内連携道路

JR横浜線北側

道路用地返還の実現による、矢部

･西門方面への地区内連携道路

(都)宮下
横山台線 (仮)南北道路

国道16号

JR横浜線連続立体

交差化に向けた取組



広域交流拠点基本計画の概要

■相模原駅周辺地区〈歩行者ネットワーク整備方針〉

17

JR横浜線連続立体
交差化に向けた取組



広域交流拠点基本計画の概要

■広域交流拠点整備スケジュール

年度 橋本・相模原駅周辺整備

H26

広域交流拠点基本計画の策定
圏央道(さがみ縦貫道路)市内区間の開通
(東名高速道路～中央自動車道～関越自動車道の接続)
圏央道(さがみ縦貫道路) 相模原IC供用開始
広域交流拠点整備計画の検討

H27～
関連計画の見直し
広域交流拠点整備計画の策定

相模総合補給廠の一部返還

都市計画決定、駅周辺整備

H39
小田急多摩線延伸の実現
リニア中央新幹線「東京都(品川)～名古屋市間」開業
橋本駅・相模原駅周辺地区まち開き

H57 リニア中央新幹線「名古屋市～大阪市間」開業
18



広域交流拠点整備計画検討項目(案)

■広域交流拠点整備計画の位置づけ

1

H23～H26

広域交流拠点都市推進戦略
広域交流拠点のポテンシャルを生か
し、首都圏南西部の広域的な視点か
ら市の都市力向上を目指す方策

広域交流拠点都市推進戦略
広域交流拠点のポテンシャルを生か
し、首都圏南西部の広域的な視点か
ら市の都市力向上を目指す方策

広域交流拠点基本計画
橋本・相模原両駅を核とした一体的
拠点の将来像と体系的な整備方針

広域交流拠点基本計画
橋本・相模原両駅を核とした一体的
拠点の将来像と体系的な整備方針

H26～H27 広域交流拠点整備計画

第１章【広域交流拠点全体の整備計画】
まちづくりの将来ビジョン

第１章【広域交流拠点全体の整備計画】
まちづくりの将来ビジョン

第２章【橋本駅周辺地区の整備計画】
①土地利用計画（ゾーニング）
②交通ネットワーク計画
③駅前空間・歩行者ネットワーク整備計画
④市街地整備計画
⑤整備スケジュール

第２章【橋本駅周辺地区の整備計画】
①土地利用計画（ゾーニング）
②交通ネットワーク計画
③駅前空間・歩行者ネットワーク整備計画
④市街地整備計画
⑤整備スケジュール

第３章【相模原駅周辺地区の整備計画】
①土地利用計画（ゾーニング）
②交通ネットワーク計画
③駅前空間・歩行者ネットワーク整備計画
④市街地整備計画
⑤整備スケジュール

第３章【相模原駅周辺地区の整備計画】
①土地利用計画（ゾーニング）
②交通ネットワーク計画
③駅前空間・歩行者ネットワーク整備計画
④市街地整備計画
⑤整備スケジュール

資料２



2

広域交流拠点整備計画検討項目(案)

【広域交流拠点全体の整備計画】

まちづくりの将来ビジョン
広域交流拠点全体の中長期的なまちづくりの将来像を検討する。
・広域交流拠点における都市機能の配置（ゾーニング）
・広域的な交通ネットワークの形成
など

まちづくりの将来ビジョン
広域交流拠点全体の中長期的なまちづくりの将来像を検討する。
・広域交流拠点における都市機能の配置（ゾーニング）
・広域的な交通ネットワークの形成
など
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広域交流拠点整備計画検討項目(案)

【橋本駅周辺地区の整備計画】

①土地利用計画（ゾーニング）
・橋本駅周辺地区の土地利用計画
・駅南口の導入機能、機能配置方針

(産業交流機能、複合都市機能)
・縁辺部を含む長期的な土地利用方針

②交通ネットワーク計画
・相模原ＩＣとのアクセス強化

・相模原駅周辺地区との連携強化

・高速バス導入、路線バス網再編

・慢性的な渋滞解消

（国道16号立体化）

③駅前空間・歩行者ネットワーク
整備計画
・広域ターミナルとしての交通広場

・リニア～在来線等歩行者乗り継ぎ動線

①土地利用計画（ゾーニング）
・橋本駅周辺地区の土地利用計画
・駅南口の導入機能、機能配置方針

(産業交流機能、複合都市機能)
・縁辺部を含む長期的な土地利用方針

②交通ネットワーク計画
・相模原ＩＣとのアクセス強化

・相模原駅周辺地区との連携強化

・高速バス導入、路線バス網再編

・慢性的な渋滞解消

（国道16号立体化）

③駅前空間・歩行者ネットワーク
整備計画
・広域ターミナルとしての交通広場

・リニア～在来線等歩行者乗り継ぎ動線

・都市の「顔」となる駅前空間・景観形成
・駅南北の回遊性向上

（JR連続立体交差化など）

・リニア駅地上部、地下部の活用方策

・イベントスペースなど交流空間の確保
④市街地整備計画

・駅南口の面整備事業手法

・橋本駅周辺地区の都市計画

（用途地域、都市施設等）

・橋本駅周辺地区の駐車場、駐輪場配置

計画

⑤整備スケジュール

・平成39年リニア名古屋開業、平成57年

大阪開業を見据えた整備スケジュール

・都市の「顔」となる駅前空間・景観形成
・駅南北の回遊性向上

（JR連続立体交差化など）

・リニア駅地上部、地下部の活用方策

・イベントスペースなど交流空間の確保
④市街地整備計画

・駅南口の面整備事業手法

・橋本駅周辺地区の都市計画

（用途地域、都市施設等）

・橋本駅周辺地区の駐車場、駐輪場配置

計画

⑤整備スケジュール

・平成39年リニア名古屋開業、平成57年

大阪開業を見据えた整備スケジュール



4

広域交流拠点整備計画検討項目(案)

【相模原駅周辺地区の整備計画】

①土地利用計画（ゾーニング）
・駅北口の導入機能と配置方針
（コンベンション機能、行政機能、
広域防災拠点機能、商業・業務機能）

・スマートエネルギー導入の考え方

②交通ネットワーク計画
・多摩方面との連携強化
・駅北口地区へのアクセス等

南北道路・東西道路の整備
街区道路の整備

・路線バス網の再編

③駅前空間・歩行者ネットワーク
整備計画
・駅前広場空間構成
・駅前広場の交通処理

①土地利用計画（ゾーニング）
・駅北口の導入機能と配置方針
（コンベンション機能、行政機能、
広域防災拠点機能、商業・業務機能）

・スマートエネルギー導入の考え方

②交通ネットワーク計画
・多摩方面との連携強化
・駅北口地区へのアクセス等

南北道路・東西道路の整備
街区道路の整備

・路線バス網の再編

③駅前空間・歩行者ネットワーク
整備計画
・駅前広場空間構成
・駅前広場の交通処理

・鉄道乗換利便性
・ＪＲ連続立体交差事業を踏まえた駅前
広場、鉄道に係る考え方

④市街地整備計画

・駅北口の面整備事業手法

・相模原駅周辺地区の都市計画

（用途地域、都市施設等）

・相模原駅周辺地区の駐車場、駐輪場

配置計画

⑤整備スケジュール

・平成39年リニア名古屋開業、平成57年

大阪開業を見据えた整備スケジュール

・鉄道乗換利便性
・ＪＲ連続立体交差事業を踏まえた駅前
広場、鉄道に係る考え方

④市街地整備計画

・駅北口の面整備事業手法

・相模原駅周辺地区の都市計画

（用途地域、都市施設等）

・相模原駅周辺地区の駐車場、駐輪場

配置計画

⑤整備スケジュール

・平成39年リニア名古屋開業、平成57年

大阪開業を見据えた整備スケジュール



広域交流拠点整備計画検討体制(案) 資料３

広域交流拠点整備計画検討委員会

広域交流拠点整備計画の策定に関する検討

学識経験者、市の住民、関係団体の役員、

公共交通事業者、関係行政機関の職員

【橋本駅周辺】 【相模原駅周辺】

相模原駅周辺地区小委員会
学識経験者、市の住民、
関係団体の役員、
公共交通事業者、

関係行政機関の職員

橋本駅周辺地区小委員会
学識経験者、市の住民、
関係団体の役員、
公共交通事業者、

関係行政機関の職員

整備計画に
関するエリア別の

具体的検討

相模原駅周辺
まちづくり推進連絡協議会

地域代表、商店会代表等

橋本駅周辺
まちづくり推進会議

地域代表、商店会代表等

住民参画による
まちづくりの

検討

整備計画検討体制



広域交流拠点整備計画検討スケジュール(案) 資料４

【第1回広域交流拠点整備計画検討委員会】（平成26年8月22日）＜諮問＞

〇広域交流拠点における検討方針の整理（検討項目、検討体制、策定スケジュール）

平成26年度

【第2回広域交流拠点整備計画検討委員会】（平成27年2月頃）
〇広域交流拠点（橋本・相模原両駅周辺地区）における整備中間とりまとめ
両拠点地区周辺の整備に関する方針、中長期的なまちづくりビジョンの検討

【第3回広域交流拠点整備計画検討委員会】（平成28年1月）
〇広域交流拠点整備計画答申素案の作成

【第4回広域交流拠点整備計画検討委員会】（平成28年2月）
〇広域交流拠点整備計画答申案の作成 ＜答申＞

［小委員会の開催］（平成26年9月頃～平成27年2月頃）

［小委員会の開催］（平成27年5月頃～平成27年11月頃）

平成27年度



 
相模原市広域交流拠点整備計画検討委員会委員名簿 

№ 区 分 氏名 役職等 

1 学識 
経験者 

飯島 泰裕 青山学院大学社会情報学部社会情報学科教授 

2 市川 宏雄 明治大学専門職大学院長  

3 岸井 隆幸 日本大学理工学部土木工学科教授 

4 中林 一樹 明治大学大学院政治経済学研究科特任教授 

5 屋井 鉄雄 東京工業大学大学院総合理工学研究科教授 

6 市住民 五十嵐 淳 公募市民 

7 鈴木 典子 公募市民 

8 中山 晃子 公募市民 

9 大用 尚  橋本駅周辺まちづくり推進会議構成員 

10 草野 寛  橋本駅周辺まちづくり推進会議構成員 

11 横山 房男 相模原駅周辺まちづくり推進連絡協議会構成員 

12 山田 昇一 相模原駅周辺まちづくり推進連絡協議会構成員 

13 関係団体 原 正弘  橋本駅周辺まちづくり推進会議会長 

14 中里 和男 相模原駅周辺まちづくり推進連絡協議会会長 

15 阿部 健  相模原市観光協会専務理事 

16 座間 進  相模原商工会議所専務理事 

17 田所 昌訓 相模原市自治会連合会会長 

18 公共交通 
事業者 

山口 拓  東日本旅客鉄道株式会社横浜支社企画部長 

19 二村 亨  東海旅客鉄道株式会社中央新幹線推進本部企画推進部担当部長 

20 黒田 聡  小田急電鉄株式会社交通企画部長 

21 高山 恒明 京王電鉄株式会社鉄道事業本部計画管理部長 

22 三木 健明 神奈川中央交通株式会社運輸計画部長 

23 関係行政 
機関 

近藤 雅弘 国土交通省関東地方整備局企画部広域計画課長 

24 三宅 亮  国土交通省関東運輸局企画観光部交通企画課長 

25 磯崎 孝喜 神奈川県産業労働局産業・観光部産業立地課長 

26 寶珠山 正和 神奈川県県土整備局都市部交通企画課長 

27 樋口 雅浩 神奈川県警察本部交通部交通規制課都市交通対策室副室長 

28 重江 晶子 神奈川県相模原警察署交通第一課長 

29 太田 剛  神奈川県相模原北警察署交通課長 

 

別紙１ 



 

相模原市広域交流拠点整備計画検討委員会規則【概要】 

 
 

委員会の設置（第１条関係） 

附属機関の設置に関する条例の規定に基づき委員会を置く。 

 

所掌事務（第２条関係） 

委員会は、相模原市広域交流拠点整備計画の策定に関する事項について、

市長の諮問に応じて調査審議し答申する。 

 

会長及び副会長の選出（第５条関係） 

委員会に会長及び副会長１人を置き、委員の互選により定める。 

 

小委員会の設置（第１０条関係） 

委員会は、その所掌事務について専門的見地から調査及び検討を行うため、

小委員会を置くことができる。 

小委員会に属すべき委員は、会長が指名する。 

別紙２ 



 

平成26年５月30日規則第68号 
 
相模原市広域交流拠点整備計画検討委員会規則 

(設置) 
第１条 附属機関の設置に関する条例(昭和３７年相模原市条例第１７号)第２条第２項の規定に基づき、

相模原市広域交流拠点整備計画検討委員会(以下「委員会」という。)を置く。 
(所掌事務) 

第２条 委員会は、相模原市広域交流拠点整備計画の策定に関する事項について、市長の諮問に応じて

調査審議し、その結果を答申するものとする。 
(組織) 

第３条 委員会は、委員３０人以内をもって組織する。 
２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 
（１）学識経験のある者 
（２）市の住民 
（３）関係団体の役員 
（４）公共交通事業者 
（５）関係行政機関の職員 

(委員の任期) 
第４条 委員の任期は、平成２８年３月３１日までとする。 

(会長及び副会長) 
第５条 委員会に会長及び副会長１人を置く。 
２ 会長及び副会長は、委員の互選により定める。 
３ 会長は、会務を総理し、委員会を代表する。 
４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。 

(会議) 
第６条 委員会の会議は、会長が招集し、その議長となる。 
２ 委員会の会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 
３ 委員会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。 

(委員の代理出席) 
第７条 第３条第２項第４号及び第５号に定める委員は、その委員の属する機関の職員を代理人として

委員会の会議に出席させることができる。 
(関係者の出席等) 

第８条 委員会の会議において、必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、その意

見又は説明を聴くことができる。 
(議事録) 

第９条 委員会の会議の議事録は、議事の概要を記録することによって作成する。 
(小委員会) 

第１０条 委員会は、その所掌事務について専門的見地から調査及び検討を行うため、小委員会を置く

ことができる。 
２ 小委員会に属すべき委員は、会長が指名する。 
３ 小委員会に委員長及び副委員長を置き、その小委員会に属する委員の互選によりこれを定める。 

別紙２ 



 
４ 委員長は、小委員会の事務を掌理する。 
５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたときは、その職務を代理

する。 
６ 小委員会の会議は、委員長が招集する。 
７ 第６条第２項及び第８条の規定は、小委員会の会議について準用する。 

(庶務) 
第１１条 委員会の庶務は、広域交流拠点整備計画事務主管課で処理する。 

(委任) 
第１２条 この規則に定めるもののほか、委員会の運営について必要な事項は、会長が委員会に諮って

定める。 
附 則 

(施行期日) 
１ この規則は、平成２６年７月１日から施行する。 

(経過措置) 
２ この規則の施行後最初の委員会の会議は、市長が招集する。 

(失効) 
３ この規則は、平成２８年３月３1 日限り、その効力を失う。 
 



相模原市広域交流拠点整備計画検討委員会小委員会構成員（案） 
 

No 区分 氏名/役職等 

整備計画検討委員会 

委員会 

橋本駅 

周辺地区 

小委員会 

相模原駅

周辺地区 

小委員会 

1 学識 

経験者 

飯島 泰裕 青山学院大学社会情報学部社会情報学科教授 ○ ○   

2 市川 宏雄 明治大学専門職大学院長  ○ 
 

○ 

3 岸井 隆幸 日本大学理工学部教授 ○ ○   

4 中林 一樹 明治大学大学院政治経済学研究科特任教授 ○   ○ 

5 屋井 鉄雄 東京工業大学大学院総合理工学研究科教授 ○ ○ ○ 

6 
市住民 

五十嵐 淳 公募市民 ○ ○   

7 鈴木 典子 公募市民 ○   ○ 

8 中山 晃子 公募市民 ○ ○  

9 大用 尚  橋本駅周辺まちづくり推進会議構成員 ○ ○   

10 草野 寛  橋本駅周辺まちづくり推進会議構成員 ○ ○   

11 横山 房男 相模原駅周辺まちづくり推進連絡協議会構成員 ○   ○ 

12 山田 昇一 相模原駅周辺まちづくり推進連絡協議会構成員 ○   ○ 

13 
関係 

団体 

原 正弘  橋本駅周辺まちづくり推進会議会長 ○ ○   

14 中里 和男 相模原駅周辺まちづくり推進連絡協議会会長 ○   ○ 

15 阿部 健  相模原市観光協会専務理事兼事務局長 ○ ○ ○ 

16 座間 進  相模原商工会議所専務理事 ○ ○ ○ 

17 田所 昌訓 相模原市自治会連合会会長 ○ ○ ○ 

18 
公共 

交通 

事業者 

山口 拓  東日本旅客鉄道株式会社横浜支社企画部長 ○ ○ ○ 

19 
二村 亨   

東海旅客鉄道株式会社中央新幹線推進本部企画推進部担当部長 
○ ○ 

 

20 黒田 聡  小田急電鉄株式会社交通企画部長 ○ 
 

○  

21 高山 恒明 京王電鉄株式会社鉄道事業本部計画管理部長 ○ ○   

22 三木 健明 神奈川中央交通株式会社運輸計画部長 ○ ○ ○ 

23 関係 

行政 

機関 

近藤 雅弘 国土交通省関東地方整備局企画部広域計画課長 ○     

24 三宅 亮  国土交通省関東運輸局企画観光部交通企画課長 ○     

25 磯崎 孝喜 神奈川県産業労働局産業・観光部産業立地課長 ○     

26 寶珠山 正和 神奈川県県土整備局都市部交通企画課長 ○ ○   

27 
樋口 雅浩  

神奈川県警察本部交通部交通規制課都市交通対策室副室長 
○     

28 重江 晶子 神奈川県相模原警察署交通第一課長 ○   ○ 

29 太田 剛  神奈川県相模原北警察署交通課長 ○ ○   
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